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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済対策や金融緩和を背景に、雇用環境の好

転、企業収益の改善など景気は緩やかながらも回復の兆しを見せております。一方で、ユーロ圏や中国をはじめ新

興国の経済動向や政情不安、国内では株価の下落や円高への転換があり先行きの不透明感は増しております。

当社が関連する建設コンサルタント業界は、東北の被災地復旧・復興関連需要は底堅くあるものの、全体として

は建設投資額が減少しており厳しい受注環境となりました。一方では防災・減災対策業務、老朽化した社会インフ

ラの維持管理業務等は拡大する傾向にあります。また震災については、社会的に注目度が高まり、地盤調査、地盤

補強関連業界全体の需要が拡大しつつあります。

このような状況の下、当社は独自の先端技術を活かし、調査試験業務や維持管理業務の受注やコンサルテーショ

ンの対応強化に一丸となって取り組みました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業成績は、売上高2,210百万円（前年同期比103.9％）、営業利益145百

万円（前年同期比81.5％）、経常利益142百万円（前年同期比80.8％）、親会社株主に帰属する四半期純利益76百万

円（前年同期比73.6％）と増収減益となりました。主な要因としては、人員増加による人件費の増加及び設備投資

による減価償却費の増加によるものであります。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

①試験総合サービス事業

当第２四半期連結累計期間の業績は、土質・地質調査試験業務においては、地質調査業務が大型案件の受注や震

災復興関連業務の受注が好調を維持し、また人員体制の強化が進み対応案件数の増加が受注増につながり売上高

1,351百万円（前年同期比102.9％）となり増収となりました。

非破壊調査試験業務では、引続き高速移動型非接触３Ｄレーダ探査車両を用いた物理探査業務が好調を維持し、

売上高360百万円(前年同期比102.9％)となり増収となりました。

環境調査試験業務では大型案件の受注や引続き土壌汚染調査・分析が好調を維持し売上高252百万円（前年同期

比108.2％）となりました。

以上の結果、セグメント売上高1,964百万円（前年同期比103.5％）となりましたが、設備投資等の経費が大幅に

増加したことによりセグメント利益344百万円（前年同期比96.5％）となりました。

②地盤補強サービス事業

当第２四半期連結累計期間の業績は、太陽光パネル設置に伴う杭工事及び一般住宅物件の着工件数が減少傾向に

ありますが、農業の６次産業化による企業の農業分野への進出が増え、中・大型案件の受注が増加しました。

以上の結果、セグメント売上高213百万円（前年同期比101.1％）、セグメント利益12百万円（前年同期比266.9

％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、3,274百万円となり、前連結会計年度末と比べ78百万円の増加となり

ました。

　資産の部では、流動資産が2,119百万円となり前連結会計年度と比べ106百万円の減少となりました。これは、受

取手形及び売掛金130百万円の減少、仕掛品22百万円の減少が主な要因であります。

固定資産は、1,154百万円となり、前連結会計年度末と比べ184百万円の増加となりました。これは西日本試験セ

ンター建設等による建物及び構築物157百万円の増加が主な要因であります。

負債の部では、流動負債が686百万円となり、前連結会計年度末と比べ45百万円の増加となりました。これは買

掛金46百万円の増加が主な要因であります。

固定負債は、276百万円となり、前連結会計年度末と比べ14百万円の増加となりました。これは、リース債務７

百万円の増加、退職給付に係る負債６百万円等の増加が主な要因であります。

純資産の部は、2,311百万円となり、前連結会計年度末と比べ18百万円の増加となりました。これは、利益剰余

金21百万円の増加が主な要因であります。

この結果、自己資本比率は70.6％となりました。
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＜キャッシュ・フローの状況＞

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、992百万円となり、前連結会計年度末と比べて247百

万円増加しました。その主な要因は以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、358百万円の増加（前年同四半期累計期間は266百万円の増加）となりま

した。これは、税金等調整前四半期純利益142百万円、賞与引当金の増加107百万円、売上債権の減少131百万円等

によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、24百万円の減少（前年同四半期累計期間は３百万円の増加）となりまし

た。これは、定期預金の預入による支出と定期預金の払戻による収入の差引き増加205万円、有形固定資産の取得

による減少174百万円等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、86百万円の減少（前年同四半期累計期間は146百万円の減少）となりま

した。これは、リース債務の返済による支出30百万円、配当金の支払55百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの受注案件において、公共事業案件（直接受注）は全体の１割程度となっておりますが、ゼネコン

等からの間接受注案件まで含めると、公共事業への依存率は９割程度となり、官庁の年度末となる第１四半期及び

第４四半期に業績が偏る可能性があります。

よって各四半期連結会計期間の業績は、必ずしも通期の業績と相関関係にあるとは限りません。

試験総合サービス事業につきましては、既存業務の強化及び新規業務の内政化を行いワンストップサービスの拡

充及び営業エリアの拡大（四国、九州地方への進出）を進めてまいります。また人員の採用・教育を積極的に行い

（平成28年増加人数30名を予定（6月末現在18名増員））体制の強化と技術レベルの向上に努めてまいります。さら

に全国的な大型案件（東京オリンピック関連事業、リニア中央新幹線建設関連事業等）の受注や東北・熊本の震災

復旧復興へ寄与することでセグメント売上高4,176百万円（前年同期比107.2％）を見込んでおります。

地盤補強サービス事業につきましては、一般住宅物件の減少や好調であった太陽光パネルの基礎工事に係る地盤

改良工事が減少しておりますが、農業の６次産業化による企業の農業分野への参入が進み、中・大型物件（店舗、

農業施設）の施設建設等が増加傾向にあります。新しい分野での受注活動に注力していくことで424百万円（前年

同期比99.2％）を見込んでおります。

以上の状況により、平成28年12月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表しました「平成28

年12月期第１四半期決算短信」における業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)、「連結財務諸表に関する会計基準」

(企業会計基準第22号 平成25年９月13日)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25

年９月13日)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応

報告第32号 平成28年６月17日)を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当該変更による四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,258,297 1,299,885

受取手形及び売掛金 747,647 617,183

商品 1,347 1,897

仕掛品 166,852 144,321

貯蔵品 15,578 15,858

その他 38,918 42,195

貸倒引当金 △2,998 △1,991

流動資産合計 2,225,642 2,119,350

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 346,392 504,355

土地 213,045 213,045

その他 289,802 274,525

有形固定資産合計 849,240 991,926

無形固定資産

のれん 7,568 5,676

その他 27,813 26,836

無形固定資産合計 35,381 32,512

投資その他の資産

その他 87,973 133,903

貸倒引当金 △2,615 △3,465

投資その他の資産合計 85,358 130,438

固定資産合計 969,980 1,154,877

資産合計 3,195,622 3,274,228
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 116,112 162,118

リース債務 52,302 53,815

未払金 198,625 193,443

未払法人税等 91,711 69,871

賞与引当金 ― 107,941

工事損失引当金 2,223 4,061

その他 180,461 95,438

流動負債合計 641,436 686,692

固定負債

リース債務 95,484 102,696

退職給付に係る負債 159,116 165,693

その他 7,216 7,969

固定負債合計 261,817 276,358

負債合計 903,254 963,051

純資産の部

株主資本

資本金 570,967 570,967

資本剰余金 521,465 521,465

利益剰余金 1,218,965 1,240,399

自己株式 △24,047 △24,047

株主資本合計 2,287,351 2,308,785

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,016 2,391

その他の包括利益累計額合計 5,016 2,391

純資産合計 2,292,367 2,311,177

負債純資産合計 3,195,622 3,274,228
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 2,126,553 2,210,074

売上原価 1,419,581 1,489,592

売上総利益 706,971 720,481

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 210,651 216,145

賞与引当金繰入額 37,376 39,350

退職給付費用 4,534 4,036

貸倒引当金繰入額 725 △159

その他 275,414 315,831

販売費及び一般管理費合計 528,702 575,204

営業利益 178,268 145,277

営業外収益

受取利息 30 223

受取配当金 414 360

受取手数料 410 506

業務受託料 2,324 440

その他 2,040 750

営業外収益合計 5,220 2,280

営業外費用

支払利息 1,805 1,074

訴訟関連費用 4,927 ―

上場関連費用 ― 4,000

その他 585 77

営業外費用合計 7,317 5,151

経常利益 176,171 142,406

税金等調整前四半期純利益 176,171 142,406

法人税等 71,573 65,440

四半期純利益 104,598 76,965

親会社株主に帰属する四半期純利益 104,598 76,965
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 104,598 76,965

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,376 △2,624

その他の包括利益合計 1,376 △2,624

四半期包括利益 105,975 74,341

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 105,975 74,341

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 176,171 142,406

減価償却費 63,952 69,757

のれん償却額 1,892 1,892

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,362 △157

賞与引当金の増減額（△は減少） 102,778 107,941

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1,464 1,838

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,343 6,576

受取利息及び受取配当金 △444 △583

支払利息 1,805 1,074

売上債権の増減額（△は増加） 129,271 131,457

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,111 21,700

仕入債務の増減額（△は減少） △119,954 46,005

その他 △103,267 △88,888

小計 330,831 441,019

利息及び配当金の受取額 444 433

利息の支払額 △1,763 △1,074

法人税等の支払額 △63,013 △82,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 266,498 358,153

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △222,001 △208,003

定期預金の払戻による収入 228,000 414,001

有形固定資産の取得による支出 △12,379 △174,655

投資有価証券の取得による支出 ― △51,250

投資有価証券の償還による収入 10,000 ―

その他 △94 △4,568

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,524 △24,475

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △90,000 ―

長期借入金の返済による支出 △15,000 ―

リース債務の返済による支出 △30,023 △30,840

配当金の支払額 △11,191 △55,251

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,214 △86,091

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 123,809 247,586

現金及び現金同等物の期首残高 251,109 745,293

現金及び現金同等物の四半期末残高 374,918 992,879
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

試験総合サ

ービス

事業

地盤補強サ

ービス

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,897,744 211,215 2,108,960 17,592 2,126,553 ― 2,126,553

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 1,897,744 211,215 2,108,960 17,592 2,126,553 ― 2,126,553

セグメント利益

又は損失(△)
357,261 4,794 362,056 △1,033 361,022 △182,753 178,268

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験機器販売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△182,753千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

試験総合

サービス

事業

地盤補強

サービス

事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 1,964,935 213,545 2,178,480 31,593 2,210,074 ― 2,210,074

　セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 1,964,935 213,545 2,178,480 31,593 2,210,074 ― 2,210,074

セグメント利益

又は損失(△)
344,730 12,795 357,525 △2,183 355,342 △210,065 145,277

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験機器販売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△210,065千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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